
規

則

告

示

平成™™年˜™月Ÿ日 水曜日 第œ›œš号官 報

〇
法
務
省
告
示
第
六
百
三
号

戸
籍
法
第
百
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
町

長
を
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
っ
て
戸
籍
事
務
を
取
り
扱

う
市
区
町
村
長
に
指
定
す
る
。

こ
の
指
定
は
、
平
成
二
十
二
年
十
二
月
二
十
五
日
か
ら

効
力
を
生
ず
る
。

平
成
二
十
二
年
十
二
月
八
日法

務
大
臣

仙
谷

由
人

北
海
道
空
知
郡
南
幌
町
長

〇
法
務
省
告
示
第
六
百
四
号

裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
第
十
三
条
第
一
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
認
証
紛
争
解
決
事
業
者
の
住
所
の
変

更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
公
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
二
月
八
日法

務
大
臣

仙
谷

由
人

認
証
紛
争
解
決
事
業
者
の
名
称

広
島
県
社
会
保
険
労
務
士
会

変
更
前
の
住
所

広
島
市
中
区
幟
町
三
番
五
十
四
号

変
更
後
の
住
所

広
島
市
中
区
橋
本
町
十
番
十
号

変
更
年
月
日

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
一
日

〇
法
務
省
告
示
第
六
百
五
号

左
記
の
者
の
申
請
に
係
る
日
本
国
に
帰
化
の
件
は
、
こ

れ
を
許
可
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
二
月
八
日法

務
大
臣

仙
谷

由
人

住
所
埼
玉
県
蕨
市
中
央
２
丁
目
２
番
９
号

梁
泰
之
昭
和
5
6年
６
月
1
6日
生

住
所
大
阪
市
生
野
区
中
川
西
３
丁
目
８
番
1
1号

李
佳
苗
昭
和
5
8年
１
月
2
9日
生

李
ü
惠
昭
和
6
0年
２
月
９
日
生

住
所
大
阪
市
生
野
区
生
野
東
２
丁
目
８
番
1
4号

Ô
成
心
昭
和
2
9年

1
2月
３
日
生

金
榮
子
昭
和
6
0年
７
月
５
日
生

金
將
之
昭
和
6
2年
６
月
1
9日
生

住
所
大
阪
市
都
島
区
都
島
中
通
１
丁
目
２
番
2
2号

金
順
玉
昭
和
4
9年
６
月
６
日
生

住
所
大
阪
府
豊
中
市
西
泉
丘
３
丁
目
1
9番
地
４

洪
松
枝
昭
和
3
5年

1
2月

1
7日
生

住
所
大
阪
市
東
成
区
深
江
南
２
丁
目
３
番
２
号

申
雅
之
昭
和
3
5年

1
2月
６
日
生

徐
幸
美
昭
和
4
2年

1
1月
４
日
生

申
容
太
平
成
６
年
４
月
2
8日
生

申
優
希
平
成
８
年
1
2月

1
2日
生

住
所
大
阪
市
福
島
区
福
島
６
丁
目
1
9番
８
号

許
紋
子
昭
和
5
7年
１
月
３
日
生

住
所
大
阪
市
生
野
区
生
野
西
２
丁
目
１
番
1
4号

李
順
夏
昭
和
5
8年
８
月
1
2日
生

住
所
大
阪
市
都
島
区
東
野
田
町
２
丁
目
３
番

1
2
`

7
0
3

号玉
章
雄
昭
和
4
8年
１
月
９
日
生

住
所
大
阪
市
東
淀
川
区
西
淡
路
１
丁
目
1
0番

1
0
`
1
2
0
2

号河
裕
美
昭
和
6
2年
２
月
1
0日
生

住
所
大
阪
市
生
野
区
£
北
１
丁
目
1
5番
２
号

愼
竟
良
昭
和
4
9年
８
月
2
8日
生

住
所
大
阪
市
福
島
区
海
老
江
５
丁
目
６
番
1
7
`
5
0
2号

宋
功
u
昭
和
6
2年
８
月
3
1日
生

住
所
大
阪
府
泉
南
郡
田
尻
町
大
字
嘉
祥
寺
9
5
7番
地
６

李
信
孝
昭
和
4
8年
６
月
1
5日
生

住
所
大
阪
市
生
野
区
林
寺
６
丁
目
７
番
4
7号

曹
喜
人
昭
和
5
8年
２
月
1
9日
生

住
所
大
阪
府
泉
南
市
岡
田
７
丁
目
1
6
6
4番
地
5
9

金
龍
棒
昭
和
4
3年

1
1月
８
日
生

梁
昌
代
昭
和
4
2年

1
0月

1
6日
生

金
滉
生
平
成
1
3年
４
月
2
3日
生

金
陽
菜
平
成
1
6年
６
月
1
0日
生

金
聖
菜
平
成
2
0年
６
月
1
5日
生

住
所
大
阪
市
中
央
区
上
本
町
西
４
丁
目
１
番
５
`
1
4
0
4

号高
治
昭
和
4
2年
９
月
６
日
生

住
所
大
阪
市
生
野
区
£
北
１
丁
目
2
1番

2
9
`
7
0
6号

李
ù
美
昭
和
4
5年
３
月
2
0日
生

住
所
大
阪
市
東
成
区
大
今
里
西
１
丁
目
1
5番
３
号

李
令
華
昭
和
4
4年
６
月
９
日
生

ã
玲
菜
平
成
７
年
1
1月
１
日
生

ã
サ
チ
ェ
平
成
1
0年
３
月
2
6日
生

ã
綾
菜
平
成
1
0年
３
月
2
6日
生

住
所
大
阪
府
岸
和
田
市
戎
町
８
番
5
3号

河
伸
一
昭
和
5
5年
９
月
1
0日
生

住
所
大
阪
市
西
成
区
岸
里
東
１
丁
目
５
番
2
1号

河
ü
記
子
昭
和
5
8年
４
月
1
4日
生

河
凉
子
昭
和
6
2年
６
月
2
4日
生

住
所
神
戸
市
長
田
区
K
宮
通
５
丁
目
3
6番
地

李
吉
陵
昭
和
1
3年
１
月
９
日
生

李
成
貴
昭
和
4
7年
５
月
1
2日
生

李
成
彦
昭
和
4
5年
３
月
1
8日
生

人
事
院
は
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
に

基
づ
き
、
人
事
院
規
則
九
e

一
七（
俸
給
の
特
別
調
整
額
）

の
一
部
改
正
に
関
し
次
の
人
事
院
規
則
を
制
定
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
二
月
八
日

人
事
院
総
裁

江
利
川

毅

人
事
院
規
則
九
e

一
七
e

一
二
四

人
事
院
規
則
九
e

一
七
（
俸
給
の
特
別
調
整
額
）

の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

人
事
院
規
則
九
e

一
七
（
俸
給
の
特
別
調
整
額
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
見
出
し
中
「
職
員
」
を
「
職
員
等
」に
改
め
、

同
条
中
「
附
則
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
給
与
が
減
ぜ
ら
れ

て
支
給
さ
れ
る
職
員
」
を
「
附
則
第
八
項
の
表
の
俸
給
表

欄
に
掲
げ
る
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
（
法
第
八
十

一
条
の
四
第
一
項
又
は
第
八
十
一
条
の
五
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
を
除
く
。）の
う
ち
、
そ
の
職
務

の
級
が
給
与
法
附
則
第
八
項
の
表
の
職
務
の
級
欄
に
掲
げ

る
職
務
の
級
以
上
で
あ
る
者（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て「
特

定
職
員
」
と
い
う
。）の
五
十
五
歳
に
達
し
た
日
後
に
お
け

る
最
初
の
四
月
一
日
（
特
定
職
員
以
外
の
者
が
五
十
五
歳

に
達
し
た
日
後
に
お
け
る
最
初
の
四
月
一
日
後
に
特
定
職

員
と
な
つ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、特
定
職
員
と
な
つ
た
日
）

以
後
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
前
に
五
十
五
歳
に
達
し
た

職
員
に
関
す
る
読
替
え
）

第
二
条

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
前
に
五
十
五
歳
に
達

し
た
職
員
に
対
す
る
改
正
後
の
規
則
九
e

一
七
第
三
条

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
五
十
五
歳
に

達
し
た
日
後
に
お
け
る
最
初
の
四
月
一
日
（
」
と
あ
る

の
は
「
規
則
九
e

一
七
e

一
二
四
（
人
事
院
規
則
九
e

一
七
（
俸
給
の
特
別
調
整
額
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人

事
院
規
則
）
の
施
行
の
日
（
」
と
、「
五
十
五
歳
に
達
し

た
日
後
に
お
け
る
最
初
の
四
月
一
日
後
」
と
あ
る
の
は

「
同
日
後
」
と
す
る
。

（
人
事
院
規
則
九
e

一
七
e

一
〇
九
の
一
部
改
正
）

第
三
条

人
事
院
規
則
九
e

一
七
e

一
〇
九
（
人
事
院
規

則
九
e

一
七
（
俸
給
の
特
別
調
整
額
）
の
一
部
を
改
正

す
る
人
事
院
規
則
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
項
中
「
給
与
法
附
則
第
八
項
の
規
定
に
よ

り
給
与
が
減
ぜ
ら
れ
て
支
給
さ
れ
る
」
を
「
規
則
九
e

一
七
第
三
条
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
」
に
、「
規
則
九
e

一
七
第
三
条
」
を
「
同
条
」
に
改
め
る
。

〇
宮
内
庁
告
示
第
十
一
号

平
成
二
十
三
年
一
月
二
日
、
皇
居
に
お
い
て
、
新
年
一

般
参
賀
を
次
の
と
お
り
行
う
。

平
成
二
十
二
年
十
二
月
八
日

宮
内
庁
長
官

羽
毛
田
信
吾

一

参
賀
者
は
、
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
二
時
十
分

ま
で
に
正
門
か
ら
参
入
し
、
宮
殿
東
庭
に
お
い
て
参
賀

の
上
、
坂
下
門
、
桔
ü
門
又
は
乾
門
か
ら
退
出
す
る
。

二

参
賀
者
の
資
格
に
制
限
は
な
く
、
服
装
は
任
意
と
す

る
。

〇

参
賀
行
事
を
妨
げ
、
又
は
他
に
危
害
若
し
く
は
迷
惑
を

及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
者
は
、
参
入
で
き
な
い
。

〇
政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
告
示
第
五
十
四
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四

号
）
第
十
九
条
の
二
十
四
の
規
定
に
基
づ
き
、
登
録
政
治

資
金
監
査
人
名
簿
に
登
録
し
た
者
を
次
の
と
お
り
公
告
す

る
。平

成
二
十
二
年
十
二
月
八
日

政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
委
員
長

上
田

廣
一

登
録
番
号

登
録
年
月
日

氏

名

三
八
一
六

二
二
、
一
一
、
一
九

田
櫓

孝
次

三
八
一
七

二
二
、
一
一
、
一
九

中
尾

英
紀

三
八
一
八

二
二
、
一
一
、
一
九

影
山

正
雄

三
八
一
九

二
二
、
一
一
、
一
九

鶴
本

上
司

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
前
に
五
十
五
歳
に
達
し
た

職
員
に
関
す
る
読
替
え
）

２

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
前
に
五
十
五
歳
に
達
し
た

職
員
に
対
す
る
改
正
後
の
裁
判
官
以
外
の
裁
判
所
職
員

の
俸
給
の
特
別
調
整
額
に
関
す
る
規
則
第
三
条
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
五
十
五
歳
に
達
し
た

日
後
に
お
け
る
最
初
の
四
月
一
日
（
」と
あ
る
の
は「
裁

判
官
以
外
の
裁
判
所
職
員
の
俸
給
の
特
別
調
整
額
に
関

す
る
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
平
成
二
十
二

年
最
高
裁
判
所
規
則
第
十
号
）
の
施
行
の
日（
」と
、「
五

十
五
歳
に
達
し
た
日
後
に
お
け
る
最
初
の
四
月
一
日

後
」
と
あ
る
の
は
「
同
日
後
」
と
す
る
。

最
高
裁
判
所
長
官

竹
Ä

博
允
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